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森林公璽における植生の把握と管理に関する環境計冨学的研究 131 
森林公園では林業における建業とは異なり生産を昌的としない林木管理手法も必要となる。第4
節では広島県緑化センターにおける森林型創出の試みで、アカマツとプナ科植物の優占する混交林
からブナ科常緑広葉樹林への林棺改長施業について研究を行ったc これまでの森林施業においては
優出撞以外である亜高木屠の謹が無視されがちであったが、群集構造に基づく更新・選移機構を考
憲して種の選定及び量的取り扱いの必要性が確認された。
第V章総合考察
本章ではこれらを総括して、各事健研究で問題になった点を諮まえて、望ましい橿生調査法およ
び、植生計画策定の提案を行った。植生課査と計画の段轄として、まず、森林公園計画の第一段階で
ある事業構想段階において、植生調査としては優占種簡便調査法を行うことにより標本数を増やす
ことと、植物社会学的調査手法による各種生型での種組成の把握の静患が理想的であると考えられ
る。この基礎譲査を経て、基本計画において計雷地域で実現可能な目標橿生の検討が可能となろう。
さらに、基本許画段階から設計段階に移行する時点で、事業規模と予算を勘案し、植生管理の実施
可能な地域の選定を行う。次いで施工計画がおこなわれる地域において詳細な毎木謂査を用いた森
林構造の把握を行うことが必要となる。その結果から各梅干重の分布特性や更新特性の把握を行い、
目標となる植生へ誘導するために各種の伐採率を定める。現時点では多様な種で講成される二次＃
の林相改良施業などでは樹種の選定の失敗が多々見られるため、可能な摂り調査、計画立案者など
の熟練者により選本が必要となる。またこのような林桓改良施業などのモニタリングを仔うことに
より、今後の動態の予測が可詑と考えられるO 現時点では極梧林において森林の動態モデルが講築
されてきている。二次林の遷移モデルはほとんど構築されていないため、二次林主体の森林公菌に
おける追跡調査によってモデルの構築も可能になると考えられる。また動的な森林の理解を目的に
環境教育などの教育効果も期待され、追跡譲査は計画段階で管理計画に組み込んでいくことが望ま
しい。
これらの植生調査資料を地理情報システム上で管理することが今後の森林公医管理では重要とな
る。これは、動線計麗および施工においても今後CADの利用などが進んでいくと予想され、コン
ピューターベースでの計画から設計、管理までを一貫して行うことが期待される。地理靖報システ
ムによる植生のデータベース化により、森棒公雷管理者慨辻植物の情報や施設の清報を提供するの
が容易になっていくものと考えられる。すなわち、計画立案時点から管理運営段階に至るまで一貫
性のある植生調査および資料の利用が今後ますます重要となってくるであろう。
最後に、植生計画以外の森林公園計画における諸問題について植生計画の立場から提案を述べて、
本論文の結びとした。
